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７月３日、５段階の警戒レベルで最も高い「緊急安

全確保・警戒レベル５」が発令された。神奈川県平塚

市では、８万８９７９世帯１９万８６９０人を対象に

発令され、複数の河川洪水による浸水被害が発生した。

また、大規模な土石流が発生した静岡県熱海市では、

発生（１０時半頃）時、熱海市内には避難レベルのう

ちレベル３の「高齢者等避難」情報が出ていましたが、

レベル４の「避難指示」は発令されていませんでした。

熱海市が警戒レベルの最も高い「緊急安全確保・警戒

レベル５」を市内全域に発令されたのは、土石流発生

から３５分後の午前１１時５分でした。 

先月号で『市町村が災害の状況を確実に把握できる

ものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令

される情報ではありません』と伝えましたが、予測の

付かない災害はやはり段階を踏まずに一気に警戒レベ

ル５となってしまうことを目の当たりにしました。 

今までは、次第に雨が強くなり、避難準備・避難勧

告・避難指示と順番を守るかのような自然の荒ぶり方

でしたが、今回の災害から考えると一気にしかもピン

ポイントのような小さなエリアをターゲットに狙う落

雷のような災害因（災害の原因）となっています。昔

から「ゲリラ豪雨」という名前で恐れられていた雨が、

現在では「線状降水帯」と点ではなく線で襲いかかっ

てきます。線状降水帯とは、次々と発生する発達した

雨雲（積乱雲）が列をなし組織化した積乱雲群によっ

て、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞

することで作り出されます。線状に伸びる長さ５０～

３００km 程度、幅２０～５０km 程度の強い降水をと

もなう雨域を線状降水帯といいます。いわば「とても

タチの悪い入道雲の積乱雲集団」です。夕立の雷とい

うような風情のあるものではありません。とんでもな

く恐ろしい積乱雲集団です。この線状降水帯が原因と

なって近年

では、平成

24 年 7 月

九州北部豪

雨 、 平 成

25 年 8 月

秋田・岩手

豪雨、平成 26 年 8 月豪雨による広島市の土砂災害、

平成 27 年 9 月関東・東北豪雨、平成 29 年 7 月九州

北部豪雨、平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）、令和

2 年 7 月豪雨（熊本県を中心に九州や中部地方など日

本各地で発生した集中豪雨）が発生しました。 

これらのような豪雨災害等に対応するにはどうすれ

ば良いのでしょうか？そのヒントは？ 

ステップ１：市町村の発行する「ハザードマップ」

で自分の地域はどのような災害が発生する可能性があ

るのかをまずは確認しましょう。これは正しい情報源

からの正しい情報の取得方法で、ウワサやデマに踊ら

されない方法とも言えます。 

ステップ２：「ハザードマップ」

で得られた情報から、自分の周囲で

何が起こるのかを想定します。ここ

でも想定方法としては、あなたひとりで考えるのでは

なく、地域の自主防災組織や町内会・自治会といった

単位で専門的な知識を有した市町村職員や防災士など

の意見を取り入れて「被害想定」をしてみることです。

これは災害図上訓練ＤＩＧともいわれる防災訓練で、

自分の地域を俯瞰して見ることで、今までに自分ひと

りでは気が付かなかったこと、特に「危険な場所」が

見えてきます。グリーンシティ防災会では、２００５

年から災害図上訓練ＤＩＧを取り入れて、防災訓練を

しています。是非、次回開催の時にはご参加を！ 

ステップ３：ここからが大変です。知り得た「危険

な場所・不具合箇所」を如何に減らすかが最大の目的

となります。しかしこれらは直ちに「できること」と

「できないこと」に二分されます。言い方を変えれば

「やる気」と「予算」です。これらはその年に改善で

きるものもあれば、長期的な計画（長期修繕計画）を

立案し、地域の方々に必要性を周知し納得いただき実

現できるものもあります。なぜ危険なのか、どのよう

な不具合があるのか、どんな危険が想定されているの

かなどを適切に説明できなければなりません。 

ステップ４：改修改善が終了しても、これで終わり

ではありません。次世代への申し送り、語り継ぎも重

要な防災活動です。これを忘れてしまうと、再び悪化

の繰り返しとなってしまいます。 

ステップ５：大切なことがあります。役員や理事が

やれば良いのではなく、みんなが安全安心の確認を

日々おこない、誰かが守るまちではなく、誰もが守り

合うまちづくりを創り上げていくことが大切です。 

最重要行動：日頃から挨拶があふれ、お互いに

声掛けができ、災害という非日常が発生しそうに

なった場合は、みんなで情報を入手共有し合い、

お互いが助かる努力をすることです。 

日常の大切さ：「今日は雨が降りそうですね」「良

いお天気ですね」「暑いですね」「冷えますね」等と、

ちょっとした天気の確認も大切な防災活動なのです。 
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